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恵泉女学園短期大学（ 現在は大学に統合） 園芸生活学科卒業

恵泉園芸セン タ ー・ 奥沢ガーデン 店長を 経て独立

2 0 0 1 年よ り 仲間と 「 m oG」 を 立ち 上げ、 個人宅のガーデン

設計、 管理を 行う 傍ら 、 母校のキャ ン パスガーデンの管理

ほか、 コ ミ ュ ニティ ガーデン の指導などを 行う 。

2 0 1 9 年よ り

神奈川県川崎市緑化セン タ ーで「 緑の相談員」 を 担当し 、 花壇

管理や花壇づく り の講座も 行う

Instag ram （ m og g ard endesig n） で活動を 紹介し てます！



近年の猛暑の中

がんばっ て、 さ まざまに対応し ているけど……。

従来型の花壇づく り を 無理に行う よ り 、

新し い花壇づく り にシフ ト し ませんか？

キーワード は「 がんばり すぎない花壇づく り 」

それっ て、 どう いう こ と ？

具体的に紹介し ます！

はじ めに
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今日お話し する こ と

従来の公共花壇の課題
（ 美化・ 清掃中心、 一年草の群植）

世界的な潮流と
日本での新し い動き
 （ 新宿根草主義）

時代によ る 変化
（ 気候変動、 予算削減、 高齢化）

New ！

「 がんばり すぎない
花壇作り 」



従来の群植花壇の問題点

従来型花壇の特徴
* 一年生草花中心の植栽

* 同一品種の大量植え付け
* 季節ごと の一斉植え替え

環境面での課題
     ・ 短期間での大量消費型
     ・ SDGsの観点から 持続可能性に欠ける

     ・  植物の生産・ 運搬・ 廃棄によ る環境負荷
     ・  過剰な資源投入（ 化学肥料、 農薬、 水）

デザイ ン 面の課題
・  単調な景観

・  画一的な印象
・  地域の独自性が出にく い
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世界的な潮流（ 宿根草の活用） と 日本での新し い動き

世界的な潮流

宿根草を 活用し た新し い花壇づく り

●欧米での革新的な取り 組み
* ピ ート ・ アウド ルフ 氏の公共花壇デザイ ン
* 自然調和型の植栽デザイ ン の世界的影響

●宿根草活用のメ リ ッ ト
* 持続可能性の向上

- 植え替えの削減
- 維持管理の効率化

* 生物多様性への貢献
* 四季を 通じ た景観の変化
* 耐久性の向上
* 長期的なコ スト 削減
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写真：ニューヨークの
ハイライン・パーク

ピ ート ・ アウド ルフ 氏の作庭する
ガーデン が、 ナチュ ラ リ スティ ッ ク ・
ガーデン なのか？
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世界的な潮流（ 宿根草の活用） 実例

ガーデン のコ ン セプト

ニュ ーヨ ーク の土地に合う 丈夫で乾燥に強い、

維持管理の手間や費用がかから ない種類を 選ぶ。

植栽する植物の半分は、 地域に自生する 宿根草で、

地元の生産者によっ て栽培さ れている 。

野生生の住処を 提供する 。

無化学肥料、 無農薬で管理し ている。

花だけでなく 、 葉の色合いはも ちろ ん、 晩秋

の枯れゆく 姿、 初冬の完全に枯れた姿まで

鑑賞対象と する  



日本での新し い働き   実例

代々木公園モデルガーデン

「 the cloud」

After

Before
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2 02 2年度より 始まっ た

都立公園での新し い取り 組み。

「 一年草主体の花壇」 から

「 宿根草を中心と た花壇」 へ。

アド バイ ザー吉谷桂子氏のコ ンセプト

によるも の。



世界的な潮流（ 宿根草の活用） と 日本での新し い動き

日本における 新し い動き

●従来の群植花壇から の脱却

●宿根草主体の花壇への転換
●都市公園での先進的な取り 組み開始
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「 宿根草による持続可能なロングラ フ ・
ローメ ンテナンスなガーデンづく り 」 へ

吉谷氏の見本花壇 夏の様子



「 がんばり すぎない花壇づく り 」 と は？

01

コ ミ ュ ニティ ガーデン でやっ てみたら ……

一年草と 宿根草、 それぞれの良さ を いかす

ハイ ブリ ッ ド 方式がよ いのでは？
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宿根草だけで庭を つく る のは、 むずかし い? !

◎高温多湿の日本では、 秋の枯れ姿が美し く ない?!
◎限ら れた花壇のスペースを大株になっ た宿根草が占領 =  植栽が単純になる！
◎宿根草が大株になると 、 株分けが大変！=  ローメ ンテナンスではない！

⇨ 宿根草は種類により 特性や特徴が異なり 、 専門的な知識や経験が必要。

⇨ 一年草は、 本当に厄介者？



「がんばり過ぎない花壇づくり」とは
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o 華やかな彩り の演出

o 季節感の表現

o 花壇の見どこ ろ を 創出

一年草が悪者扱い
になってない？
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（ １ ） 1 年草の再評価

（ 一年草なら ではの価値）



「がんばりすぎない花壇づくり」とは

実践的メ リ ッ ト
* 環境への適応力の向上
* 長持ち する 強い苗の育成
* 矮化剤を 使用し ない自然な姿
* 立体的なデザイ ン の可能性
（ 園芸店では草丈が高い苗があまり 流通し ない）

活動と し ての価値
* ボラ ン ティ アの愛着形成

* 生長を 共に楽し む喜び
* コ ミ ュ ニティ 形成の場
* 園芸教育の機会
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(2 )タ ネから 育てる

1 年草の特別な意味



「がんばりすぎない花壇づくり」の実践
タネから育てる一年草

・ 生長する 過程を 楽し む
・ 自然のサイ ク ルを 知る

・ 自然のサイ ク ルに合わせる

・ 植物の生長に合わせる
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一年草は、 タ ネから 育てよ う ！



タ ネまき スケジュ ール

4月

5～6月

7月

9月

10～11月

12月
夏秋の草花 タネまき

夏秋の草花 育苗
春花壇 見ごろ

春花壇片付け
夏秋花壇植え付け

春の草花タネまき

春の草花 育苗
夏秋花壇 見ごろ

夏秋花壇片付け

春花壇植え付け
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春花壇を 彩る パン ジー

1 1
タネから育てる一年草 育苗の手順

9月中旬
タネまき

10月上旬
セル上げ

11月上旬
ポット上げ

12月中旬
定植



「がんばりすぎない花壇づくり」の実際

9 月中旬にタ ネを まき し 育苗⇨ 1 2 月上旬に花壇に植えつけ
２ 月 草花はロ ゼッ ト の状態で寒い冬を 越す（ 写真左）
４ 月 花茎が伸び、 草丈が高く なる （ 写真右）

1 2
タ ネから 育てる 花壇づく り 春花壇



春花壇 GW 前後 様々な花が咲き 揃い華やぐ 季節

手前が低く 、 後方が高く なる よう 、 立体的に植物を 配置する花壇。
草丈、 花色、 開花期などそれぞれの草花の特徴を 考えてデザイ ン し ている 。



夏秋花壇 お盆の頃

色彩を 考えて植えつけ
イ エロ ー系ボーダー（ 写真左）

ピ ン ク 系ボーダー（ 写真右）



配置

恵泉女学園の園芸に学ぶ

恵泉女学園では、 園芸が教育の柱
にある 。 時代によ り 体制や、 気候
条件によ り 、 使用する 植物は変

わっ ていく が、 8 0 年間花壇づく り

のコ ン セプト は、 継承さ れている 。

立体的なデザイン

適切な品種選択タネから育てる

季節感のある色合い

恵泉女学園大学
栽培する 地域で
「 タ ネから 育てる 」
こ と を 基本と する

東京近郊の気候に適し た
育てやすく 花期の長い

品種を 選定

草丈の高低差を
活用し 、

花壇に立体感を

持たせる

季節に応じ たカ ラ ー
コ ーディ ネート

◎春花壇
青、 ピンク 、 淡色系の
グラ デーショ ン
◎夏秋花壇
赤、 黄などの強い色も
取り 入れる。

栽培 品種

配置 色彩

3

2

4

1

15

一人ひと り の心を 豊かに

人と 人の輪を つなぐ



川崎市緑化セン タ ー

大き く 育っ た木々に囲まれた園内は、 季節の草花が彩るガーデンや温室、 芝生
広場などがある。 緑の普及に努め、 地域の方が一年を通じ て、 植物と 触れあい、
知識を深める場、 憩いの場を提供し ている。

＜活動実例＞



川崎市緑化センターの花壇づくり

● 川崎市緑化センター主催定例園芸講習会
「タネから育てる花壇づくり」全三回。

● 講習会の卒業生は、川崎市緑化センター
花壇ボランティアに参加。

● 地域の人と育む花壇づくり

「タネから育てる花壇づくり」

「タネから育てる花壇づくり」講習会プログラム

定植タネ
まき

ポット
上げ

春期

秋期

5月中旬 6月下旬4月中旬

9月中旬 9月中旬 9月中旬



春花壇 ダミーダ
ミーダミー文章ダ
ミーダミーダミー文
章

花壇ボラ ン ティ ア活動

除草がメ イ ン だっ た作業に、
タ ネまき や育苗、 植えつけ
枯れた花を 摘む花がら 摘みなどが加り まし た。



みんなでタ ネから 育てる みんなの花壇
今夏の花壇の様子

タ ネから 育てる 花壇づく り を 始めて４ 年、

空梅雨、 猛暑の夏、 秋の長雨を 乗り 超え

草花が秋花壇が飾っ ています。
よ く 見ると 虫食いや大き な穴も あり ますが

見事な花壇で来園者に魅了し ています。



「 日本の里山の暮ら し 」 の根底にある 自然環境の調和を 大切に

地域の皆さ んと 、 猛暑の夏に頑張ら なく ていい花壇づく り を

し ながら 、 環境問題について考えていき たいと 思っ ています。

あり がと う ございまし た！

昨春の

花壇の様子


